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概要・目次
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現場の声を機能に反映
小売業様の棚割管理をサポートする店ＰＯＷＥＲの最新版 Ver3.00をリリースいたします。

多くの小売業様に実際に利用いただいた結果、お寄せいただいた様々なご要望を基に、各種の機能追加・改善を行っています。

スタッフ一同、皆様の棚割業務の効率化、精度向上にお役立ていただく事を願っております。

帳票 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P７

・位置変更商品の旧位置情報の出力に対応

・追加変更集計表（店舗）の新設

・サブタイトルでのパターン情報の表示を変更

・棚割モデル割付情報の出力に対応

・棚割変更日の範囲検索に対応

全般 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P８

・前回選択した部門／カテゴリーを記憶

・リボンのショートカットキー対応を追加

・各種処理速度の向上

・TP-INOUTでのパターン棚割更新に対応

・ハイライト機能の条件切替時、手動反映に対応

・パターンコードの重複登録禁止に対応

・実施モデルの保存締め切り日数の設定に対応

・異なるカテゴリーや条件の棚割を同時に選択可能

・「発注」機能で「発注不要」の設定に対応

・ID-POS分析 Tapirとのファイル連携に対応

棚割の編集 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P２

・一括作成（パターン）で直近過去の什器情報の引継ぎに対応

・一括作成（パターン）で基幹整合性エラー時も処理を続行

・在庫編集画面の表示項目を追加

・左右反転（台単位）時、図形配置も反転

・テキスト棚割で開く際のチェックを追加

・テキスト棚割エクスポート時、画面上の全項目をエクスポート

・テキスト棚割時、基幹整合性エラー商品を赤色表示

・棚割保存時、未発売／発売中止商品をチェック

・タイトル出力項目を変更可能

棚割の編集～商品一括入換～ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P４

・未来棚割にも、商品の入換結果を引継ぎ可能

・陳列済み商品の入換を制限可能に

・入換前後の商品情報を表示

・発売中止商品の選択時、警告メッセージを表示

・入換結果をログで表示

棚割の管理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P６

・提案モデルの共通商品コード検索に対応

・基本情報画面で、店舗の割付情報を表示

・棚割モデル割付（パターン）の改善

Tapirご紹介サイト

https://www.cyberlinks-arms.com/service/id-pos/tapir/


棚割の編集

取引先からPTSファイル（共通棚割情報）を受け取ってパターン棚割を作成する際、
実際の店舗の什器サイズとは異なってしまうことがありました。
「直近過去の什器情報を使用する」チェックを有効にすると、
過去のパターン棚割の什器情報を引き継いで新たなパターン棚割を作成できるよう
になりました。

■ 一括作成（パターン）で直近過去の什器情報の引継ぎに対応

■ 在庫編集画面の表示項目を追加

「在庫編集（一括設定）」機能を選択時、各商品の「台段列」
「フェイス数」も表示されるようになりました。

■ 一括作成（パターン）で基幹整合性エラー時も処理を続行
従来は「一括作成（パターン）」で複数の棚割を選択した場合、基幹整合性チェックがエラーになる棚割が存在すると処理が中断していましたが、
エラーになった棚割以外の処理を継続するようになりました。

■ 左右反転（台単位）時、図形配置も反転

商品配置［配置変更］で台単位の「左右反転」を行った場合、図形配置の内容
も反転されるようになりました。
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棚割の編集

■ 棚割保存時、未発売/発売中止商品をチェック

オプションで「棚割保存時に未発売／発売中止商品をチェックする」が有効な場合、棚割モ
デルの保存時に該当商品が陳列されていると警告メッセージが表示されるようになりました。

「テキスト棚割」機能では、什器や商品のサイズ情報を考慮せずに棚割の編集・保存が
行われます。
「テキスト棚割」機能以外で作成された棚割モデルが「テキスト棚割」で開かれた場合、
誤って編集・保存して棚割が崩れるのを防ぐため警告メッセージが表示されるようにな
りました。

■ テキスト棚割で開く際のチェックを追加

■ テキスト棚割時、基幹整合性エラー商品を赤色表示

従来はテキスト棚割のエクスポート時の出力項目は「台、段、列、共通商品コード、
フェイス数、積上、陳列在庫、実在庫」に固定されていましたが、「商品名」や「売
価」など、エクスポート時に画面に表示されているすべての項目が出力されるようにな
りました。

■ テキスト棚割でエクスポート時、画面上の全項目をエクスポート

環境設定で「基幹整合性チェック」が有効になっている場合、基幹整合性エラーの商品は背景色が赤色で表示されるようになりました。

棚割編集の［オプション］から、棚割編集画面のタイ
トルに出力できる項目を選択できるようになりました。

■ タイトル出力項目を変更可能
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棚割の編集 ～商品一括入換～

■ 未来の棚割にも商品の入換結果を引継ぎ可能
実施棚割に商品一括入換を行った際、保存する棚割変更日より更に未来の棚割が存在
する場合は今回行った入換作業を未来の棚割にも自動的に引き継ぐことができるよう
になりました。

対応

4月1日

《前提》
4月1日と、6月1日の棚割が登録されている状態

Ａ Ｂ

Ａ
Ｄ

Ｃ
Ｂ

Ａ Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ａ
Ｄ Ｃ Ｄ

6月1日

6月1日

４月１日の棚割から商品B→Dへの入換を行い、

新たに5月1日の棚割を作成します。

《未来の棚割へ商品入換を引き継がない場合》
5月1日の棚割作成時に行った商品B→Dへの入換は

6月1日の棚割に引き継がれないため、
6月1日の棚割には商品Bが陳列されたままです。

Ａ
Ｄ

4月1日 5月1日

Ａ Ｂ

《未来の棚割に商品入換を引き継ぐ場合》
6月1日の棚割にも商品Ｂ→Ｄへの入換が行われ、

6月1日の棚割でも商品Bの代わりに商品Dが陳列されます。

6月1日4月1日 5月1日

5月1日

Ｂ Ｄ

Ｂ Ｄ

Ｂ Ｄ Ｂ Ｄ
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棚割の編集 ～商品一括入換～

■ 入換前後の商品情報を表示

「陳列済商品入換」のチェックが有効の場合、既に棚割に挿入商品が陳列されて
いても商品入換が実行されます。
「陳列済商品入換」のチェックが無効の場合、挿入商品が既に陳列されている棚
割に対しては商品入換が実行されません。

■ 陳列済み商品の入換を制限可能に

商品一括入換で行った作業の結果をログ情報から確認できるよう
になりました。

■ 入換結果をログで表示

挿入商品に発売中止商品が選択されている場合、警告メッセージが表示され処理を
キャンセルできるようになりました。

■ 発売中止商品の選択時、警告メッセージを表示

従来は「挿入商品」のみの表示でしたが、「削除商品」の名称、サイズ、画像も確
認可能になりました。

Ａ Ｂ
Ｃ

商品一括入換で

商品Aを削除
商品Cを挿入
しようとした場合

Ａ Ｂ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

Ｃ

有効
の場合

無効
の場合

商品Aが削除され、
代わりに商品Cが挿入

既に商品Cが陳列され
ているため、削除も挿
入も実行されない。

対象棚割
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棚割の管理

■ 提案モデルの共通商品コード検索に対応

従来は、棚割モデルを呼び出す際に陳列商品の共通商品コードで検索できるのは
実施モデルのみでしたが、提案モデルでも検索可能になりました。

■ 基本情報画面で店舗の割付情報を表示

基本情報の画面で、棚割と店舗の割付情報を確認出来るようになり
ました。

■ 棚割モデル割付（パターン）の改善

棚割モデル割付（パターン）の「一括設定」機能内で、割付情報のファイル
エクスポート・インポートが可能になりました。
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帳票

■ 位置変更商品の旧位置情報の出力に対応

追加変更棚割表、追加変更棚割図表で、位置変更商品は旧棚割で
の位置情報を表示できるようになりました。

■ サブタイトルでパターン情報の表示を変更

１カテゴリーに複数のパターンが割り付いている店舗の帳票を台別に出力す
る場合、従来は全ページに割り付いた全パターンの情報が表示されていまし
たが、各ページごとのパターン情報のみを表示するよう変更しました。

■ 追加変更集計表（店舗）の新設

■ 棚割モデル割付情報の出力に対応

星取表（店舗）、追加変更集計表（店舗）を出力する際、詳細設定で
「棚割モデル割付情報も出力する」を有効にすると棚割モデルと店舗
の割付情報も同時に出力できるようになりました。

集計帳票に「追加変更集計表（店舗）」を新設しました。
新旧の棚割を比較し、商品の追加／変更情報を店別に一覧で表示
します。複数の組み合わせを同時に表示することができます。

■ 棚割変更日の範囲検索に対応

「集計帳票（店舗）」の「陳列検索」で「棚割変更日」を基に検索をする際に
「YYYYMMDD～YYYYMMDD」といった範囲検索ができるようになりました。
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全般

■ 各種処理速度の向上
各帳票の出力時、ハイライト分析時、棚割編集画面で商品情報の
メンテナンスを行った際の処理速度の向上を行いました。

■ 前回選択した部門／カテゴリーを記憶

棚割の検索時など部門／カテゴリーを選択する画面で、
前回選択した情報を記憶して初期表示するよう改善しました。

■ リボンのショートカットキー対応を追加

リボン上の各ボタンに対応するショートカットキーを追加し、
キーボード操作で実行できるよう改善しました。
リボン上でAltキーまたはF10キーを押下すると、
対応するショートカットキーが表示されるようになりました。

■パターンコードの重複登録禁止に対応

環境設定で、パターンコードがカテゴリーをまたいで重複する事を禁
止できるようになりました。

■TP-INOUTでのパターン棚割更新に対応

従来は、TP-INOUTで更新できるのは店舗棚割のみでしたが、
パターン棚割の更新も可能になりました。

■ハイライト機能の条件切替時、手動反映に対応

従来は、ハイライト機能開始後は、色分けの条件を切り替えると自動的
に色分け処理が行われていましたが、オプションで「ハイライト分析を
常時実行する」を無効にすると、条件を切り替えても「反映」ボタンを
クリックするまでは処理が行われないようになりました。
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全般

■実施モデルの保存締め切り日数の設定に対応

カテゴリーごとに、実施棚割モデル保存までの締め切り日数の設定が
可能になりました。
環境設定で「カテゴリー毎に設定した締日まで棚割の保存を可能とす
る」を有効にしていると、作業時の日付と「棚割変更日」までの間に
設定された締日以上の日数を開けなければ棚割を保存できなくなります。

■ ID-POS分析 Tapirとのファイル連携に対応■異なるカテゴリーや条件の棚割を同時に選択可能
「棚割モデル結合」「集計帳票（パターン）」などの機能で、
カテゴリーや種別（実施・提案など）、世代（未来・現状・過去）が
異なる棚割を同時に選択できるようになりました。
※機能によって、同時選択できる範囲に違いがあります。

■「発注」機能で「発注不要」の設定に対応

発注機能で「発注不要」商品を設定できるようになりました。
発注数「××××」として登録され、発注数「０」の商品（未発注の商
品）と区別ができます。

また、環境設定で有効にしていると、棚割変更日の「自動算出」を
クリックすると、自動的に最短の棚割変更日がセットされます。
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ハイライト分析で、品揃え・棚割需要分析ツール「Tapir」とファイル
連携ができるようになりました。
ハイライト「詳細設定」からTapirのクラスター分析結果を取込み、
クラスター単位のゾーニングチェックや、品揃え推奨商品の確認が行えます。


